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 私は 2018年 8月 1日から 8月 31日まで日本赤十字社（以下、日赤）の海

外派遣要員として、バングラデシュ・コックスバザールで、ミャンマーからの

避難民の医療救援業務を行ってきました。標記の事業は緊急フェーズを終え中

長期の保健支援事業となっており、私の主な目的の一つはバングラデシュ赤新

月社（以下、バ赤）へと薬剤師/メディカルロジスティシャン（以下、メドログ）

業務を移管することでした。メドログとは、日本での薬剤師の業務を越えて、

薬剤や医療資機材の購入や保管、輸送など広範囲の業務をカバーするポジショ

ンです。 

私はこれまで緊急フェーズ時に同地へ 2回派遣されていましたが、今回は前 2

回とはまた違った業務内容となりました。更にこれとは別に、フィンランド赤

十字社が運営しているフィールドホスピタルへ薬剤師/メドログとして支援す

るという業務も行いました。前回派遣時にも 1週間程度同様の支援を行いまし

たが、今回は 1ヶ月継続的に支援業務を行うことで、フィールドホスピタルか

ら様々なことを学ぶことができました。 

 バングラデシュに到

着後、私はまず現地の

日赤プロジェクトマネ

ージャーと話し合い、

私の希望を通して頂く

形で、週の半分をフィ

ールドホスピタル支援

に行かせて頂くことに

なりました。また、薬
BINカード 



剤師/メドログ業務の移管を予定より早く 1、2ヶ月で終了させるという計画も

立てました。緊急フェーズ終了後、医薬品・医療資機材の管理をする専門職が

いなかったこともあり、まず私はこれらの日赤の在庫を総整理することから取

り掛かりました。医療資機材は全て日赤が管理しているクリニックのテントに

あり、これらを全てカウントし、それぞれについて出納帳（以下、BINカード）

を作成しました。医薬品と医療資機材のどちらもクリニックの薬局で一括管理

とするため、この BINカードの運用方法を薬局で働いてくれている避難民ボラ

ンティアに教えていきました。ただ、数が限られた医薬品とは異なり、150種

類以上の医療資機材の英語名を医療のバックグラウンドが無い方に出庫ごとに

覚えてもらうことはかなり難しい作業となりました。 

 クリニックの薬局については、緊急フェーズ時に各日赤の薬剤師が避難民ボ

ランティアの方に業務を教え込んでいたので、

ある程度はうまく機能していました。ただ、横

で見ているとミスがかなりあったので、これら

ミスを無くすような業務手順書を作成し、避難

民ボランティアの方々に改めて教育することで

質が担保できるような薬局になりました。 

 一通り環境を整えた後は、バ赤への業務移管

に向けて準備を始めました。日赤クリニックで

働いているバ赤スタッフの中に薬剤師はいなか

った為、看護師さん 2人、事務管理要員 1人へ

の移管を想定して各業務手順書を準備しました。

予定は、1ヶ月で環境を整え、各手順書等の作成

を行った後、次の日赤派遣薬剤師がそれらを基に 1ヶ月で移管を終えるという

ものでした。従って今バングラデシュに派遣されている薬剤師が予定通りに業

務を遂行できれば、10月以降は日赤から薬剤師/メドログを派遣しなくても問

題のない形になるはずです。 

 一方、フィールホスピタルの薬局は私の他に、デンマーク赤十字社のロジス

クリニックで調剤を行う避
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ティシャン 1名、バングラデシュの薬剤師が

1名という組み合わせでした。彼ら 2人はフ

ィールドホスピタル内のテントに居住し、一

方の私は市街地から車で送ってもらい通勤し

ていました。 

 このデンマークの方はエボラの対応等かな

りの経験を持った方で、彼からメディカルロ

ジスティクスについて色々教わりました。但

し、彼はメディカルのバックグラウンドが無

い為、私は彼からメディカルロジスティクス

について学ぶ一方で、代替薬の提案や薬剤の

質問に対しては私が対応するという住み分け

をしていました。バングラデシュの薬剤師は新卒だったので、まだ薬剤にそれ

ほど詳しくなく、学びながら私達と種々の業務を行っていました。 

 フィールドホスピタルの医薬品・医療資機

材は寄付された物か、現地購入した物になり

ます。寄付は各書類や目録が必要ですが、こ

れら書類はメールでフィンランド赤十字社

に送られるのではなく、フィンランド赤十字

社が管理している各事業毎のウェブサイト

にアップロードする形で共有されます。 

寄付に関する書類だけでなく、フィンランド

本社と共有しなければならない書類は全て

ここにアップロードされていました。かなり

レイアウト等も見やすく、いいシステムだと

感じました。現地購入の場合は、予め選定し

てある医薬品メーカーや医療機材メーカー

から見積もりを取った後に購入しています。選定した医薬品メーカーに無い薬
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剤は、町の薬屋で購入することになります。日

本では考えられませんが、ワクチンとモルヒネ

は町の薬屋で購入していました。但し、品質を

担保するため、バ赤推奨の 1店舗でしか購入

していませんでした。血液は、日本のように最

寄りの血液センターから持ってきてもらって

いました。 

 この他にもフィールドホスピタルでは薬局

以外にも色々回らせてもらい、日赤クリニック

とはまた異なった設備を見させて頂きました。 

 

今回 1ヶ月という短い間でしたが、様々な経験

や業務をさせて頂きました。これらの経験を今後

の海外支援や院内業務に活かしていきたいと思

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※国際赤十字では、政治的・民族的背景及び避難されている方々の多様性を配

慮し、「ロヒンギャ」という表現を使用ないこととしています。 

血液型判定キット 

フィールドホスピタルの 
助産師さんと 


